＜「自分の親は将来の自分」期：「自分が親になるなんて」編－３＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象（時間）：まもなく親になる人（110分程度）

【ねらい】これから始まる子育て生活への心構えや態勢づくりについて考える。
【準備物】学習者：筆記用具
　　　　　主催者：名札，ワークシート，アンケート用紙，はちまき（又はタオル）数本

	時間
	アクティビティの展開
	留　意　点
	備　考

	:
	○名札付け（来た順に）
	○全員が名札をつける。（ニックネーム可）
	※スケジュールを板書しておく。

・机は講義形式

	：
（５分）
	○ファシリテーター（学習支援者）
　自己紹介，主旨・ルールなどの説明
	○和やかな雰囲気づくりに配慮する。

○写真を撮る場合は，予め了解を取る。（肖像権）
	

	：
（10分）
	アイスブレイク（雰囲気づくり）
「はちまき回し」
①円を作って，適当な人数にはちまきを渡す。
②はちまきを持った人は，はちまきを
締め，手を一つ叩いて，はちまきを解
いて右隣の人に渡す。これを繰り返す。

③２本のはちまきが同じ人に集まった
ら，その人は負け。自己紹介をする。
④数グループに分ける。

○グループ内で自己紹介をする。
	○初対面の人同士の場合，自由に意見を出し
合うためのウォーミングアップとする。
※早く回したり，ゆっくり回したりして，誰
かの所に集まるように工夫しても面白い。

→この間にワークシートを配る。
	・机を撤去

・グループ数に応じて，机を配置

	：
（30分）
	○タイトル，ねらいを読む。

＜エピソードを読みましょう＞
○「エピソード１」

一人一人で黙読をした後，役割読みをする。
○設問①に記入し，話し合う。

○設問②に記入し，話し合う。

	○三つの約束（発言の平等，人の発言を肯定，

秘密の保守），ただし，言いたくないことは
話さなくても良い。（パス有り）

○エピソード１を読む。
※日頃感じていることや思っていることも含
めて，リラックスして自由に話し合う。

※話し合いのポイントは，グループで決めて
も良いし，提示しても良い。

※赤ちゃんのいる生活は，これまでの生活の
リズムとは大きく違ってくることに気付ける
と良い。
	

	：
（40分）
	○「エピソード２」

一人一人で黙読をした後，役割読みをする。

○設問①，②に記入し，話し合う。
○どんな話をしたかを紹介する。
	○例や参考資料を見て，赤ちゃんとの暮らし
をどのように感じ，考えているか出し合う。

※赤ちゃんの成長には個人差があり，行事は
地域や家族の考え方によって異なることを充
分伝える。
	

	：
（５分）
	＜さらに考えましょう＞

	※赤ちゃんのいる生活に向け，どんな準備を
していくと良いのか話し合うことによって，
親になる心構えができてくると良い。
	

	：
（15分）
	＜学習を振り返りましょう＞
○ワークシートに記入する。
○ファシリテーターの話
	※参加者の様子を見て，可能であれば，学習
を終えて感じたことや思ったことなど，話し
てもらう。

※時間があれば，県民の声も読む。（県民の声
は必ずしも「模範解答」ではなく，色々な意
見があるということを示すためのもの）
	

	：
（５分）
	○終了・片付け
○アンケート記入
	→参加者全員で行う。
→アンケート記入者から流れ解散
	・現状復帰

	〈メモ〉




教材番号　　6





出産は初めの一歩！　～思い描こう，赤ちゃんのいる生活～
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